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１ 

栃木県が実施する公共事業の評価システムについて 

１．概  要 

 栃木県（環境森林部・農政部・県土整備部）が実施する公共事業の効率化、重点化を図るとともに、

県民に対し実施プロセスの透明性を高めていくため、事業着手前、事業着手後長期経過時、事業完

了後の各時点において評価を行うシステムである。評価に当たっては、公共事業評価委員会（外部

委員会）において審議（報告）するとともに、結果については県ホームページ等を通じて県民に公

表する。 

 

２．事前評価システム （Ｈ１４．４．１～） 

 県民生活に与える影響が特に大きい公共事業の計画段階において、県民の幅広い意見を聴取しなが

ら、公共事業評価委員会の審議（報告）を経て、事業推進の必要性や妥当性をあらかじめ評価する。 

対象事業：県が実施する公共事業のうち、内部評価を実施した総事業費 10 億円以上の事業 

 

        【審議案件】                  【報告案件】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．再評価システム （Ｈ１０．１２．１～） 

事業採択後一定期間を経過して未着手や継続中の事業等について、公共事業評価委員会の審議を経

て、事業の継続、見直し、中止など事業執行に反映する。 

対象事業：県が実施する総事業費 10 億円以上の事業 

①事業採択後、一定期間が経過した時点で未着工の事業 

②事業採択後、長期間が経過した時点で継続中の事業 

③再評価実施後、一定期間が経過している事業 

④社会情勢の急激な変化、技術革新、事業計画の大幅な変更等により再評価の実施の必要性が 

生じた事業 

 

４．事後評価システム （Ｈ２０．４．１～） 

完了した事業について、その事業実施の効果等について確認を行い、公共事業評価委員会の報告を

経て、必要に応じて、適切な改善措置の検討や今後実施する同種事業の計画等に反映する。 

対象事業：県が実施した公共事業のうち、総事業費 10 億円以上の事業 

県が作成した評価資料 

事業着手 

  総事業費 30 億円以上の事業 

事業着手 

総事業費 10 億円以上 30 億円未満の事業 

パブリックコメント 県民意見を聴取 

公共事業評価委員会で 審議 

県が事業化への対応方針を決定 

県が作成した評価資料 

公共事業評価委員会に 報告 



費用便益分析の算出方法

①_道路・街路事業

総便益（Ｂ）＝Ｂ１＋Ｂ２＋Ｂ３＋Ｂ４

※　総便益（Ｂ）と総費用（Ｃ）を社会的割引率（４％）により、現在価値化
したうえで算定する。

Ｂ３ 交通事故減少便益
道路の整備・改良によって、交通事故による社会的損失（人的損
害額、物的損害額、事故渋滞による損失額）が減少したことで得
られる便益。

費用便益比（Ｂ／Ｃ） ＝
総便益（Ｂ）

総費用（Ｃ）

走行経費減少便益
道路の整備・改良によって、走行条件が改善され車両が要する
走行経費（燃料費、タイヤ費、車両整備費等）が減少したことで
得られる便益。

便　益　項　目

Ｂ１ 走行時間短縮便益
道路の整備・改良によって、目的地までの走行時間が短縮した
ことで得られる便益。

内　　　　　容

Ｂ２

※　当該事業の供用開始年から５０年間の便益

総費用（Ｃ）＝Ｃ１＋Ｃ２

その他便益

道路の整備・改良によって、災害解消、観光寄与、迂回･孤立解
消、医療･救急環境向上、歩行者自転車空間整備等で得られる
便益。
※別紙　「その他便益項目一覧」　参照

　・除雪等に要する費用

Ｃ２ 維持管理費

費　用　項　目 内　　　　　容

Ｃ１ 事　業　費

Ｂ４

道路供用開始から５０年間の維持管理に要する費用。

　・橋梁、トンネル等の道路構造物の点検、補修に要する費用

　・巡回、清掃等に要する費用

道路整備に要する事業費（工事費、用地費、補償費など）。
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防災便益 整備により回避される災害被害

除雪便益 除雪延長短縮による経費削減効果

休日観光増便益 観光地等周辺の休日交通量による便益

観光便益 観光利便性向上効果

迂回解消便益 通行止めによる迂回時間解消

孤立解消便益 交通途絶による孤立時の経済被害額

地域医療向上便益 医療に対する安全安心感の向上効果

救急救命率
向上便益

救急搬送時間短縮による救命率向上効果

冬季速度低下
解消便益

整備による冬季の走行速度向上効果

走行快適性
向上便益

整備による物流等の利便性向上効果

⑥
歩行者自転車
空間整備

移動快適性
向上便益

広幅歩道，自転車通行空間整備による歩行者・自転
車の通行快適性向上効果

⑦
公共交通
アクセス向上

アクセス向上便益 駅アクセス道路整備による利便性向上効果

景観向上便益
電線共同溝、街路樹等の整備による都市景観向上
効果

温室効果ｶﾞｽ
削減便益

整備による温室効果ｶﾞｽ削減効果

⑧ 沿道環境向上

④ 医療・救急向上

⑤ 走行快適性向上

整備効果

① 災害解消

② 観光寄与

③ 迂回・孤立解消

その他便益項目一覧

貨幣換算内容追加便益
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H27.8.4 

平成 27年度 栃木県公共事業評価委員会の年間予定 
 

第１回 栃木県公共事業評価委員会（県土整備部関係） 

日  時: ８月４日（火）１４：００～１６：００（予定） 場所：栃木県庁本館６階 大会議室２ 

【再 評 価】 

道  路:(主)宇都宮向田線 芳賀町大塚（県） 

以上 審議案件 １件 

 

第２回 栃木県公共事業評価委員会（県土整備部関係） 

日  時: ９月９日（水）１４：００～１６：００（予定） 場所：栃木県庁本館６階 大会議室１ 

【再 評 価】 

街  路:宇都宮都市計画道路3･4･109号雀宮駅前線 宇都宮市雀の宮   (県） 

街  路:大田原都市計画道路3･4･2号西那須野線外１路線 大田原市中央 (県） 

河  川:一級河川小藪川 鹿沼市西鹿沼町               (県） 

道  路:(国)119号 日光宇都宮道路                 (道路公社） 

以上 審議案件 ４件 

 

第３回 栃木県公共事業評価委員会（農政部・県土整備部関係） 

日  時:１０月１６日（金）１４：００～１６：００（予定） 場所：栃木県公館 大会議室 

【事後評価】 

道  路:(国)400号 那須塩原市中塩原ﾊﾞｲﾊﾟｽ              (県) 

道  路:(主)川俣温泉川治線 日光市上栗山               (県) 

街  路:宇都宮都市計画道路3･4･302号駅東口線 真岡市田町      (県) 

街  路:小山栃木都市計画道路3･5･102号粟の宮喜沢線 小山市宮本町   (県) 

住  宅:公営住宅整備事業 県営大和住宅 宇都宮市          (県) 

再 開 発：市街地再開発事業 宇都宮馬場通り中央地区 宇都宮市     (市) 

圃場整備:圃場整備事業  下ヶ橋河原  宇都宮市           (県） 

土地改良:中山間地域総合整備事業  茂木北部  茂木町        (県） 

 

以上 報告案件 ８件 

【事前評価】 

道  路:(主)西那須野那須線 那須塩原市上黒磯・那須町筒地  (県) 

道  路:(主)栃木二宮線 栃木市大宮              (県) 

道  路:(主)藤原宇都宮線 宇都宮市上田原北          (県) 

河  川:一級河川思川 鹿沼市深程               (県) 

以上 報告案件 ４件 

以上   合計１２件 

 

第４回 栃木県公共事業評価委員会（県土整備部関係） 

日  付：１１月６日（金）１４：００～１６：００（予定） 場所：栃木県庁本館６階 大会議室２ 

現地視察：９：３０～１３：００（予定） 箇所：(主)川俣温泉川治線 日光市若間（予定） 

【事前評価】 

道  路:(主)川俣温泉川治線 日光市若間            (県) 

以上 審議案件 １件 

 

 

予備日 日時：１月２５日（月）１４：００～１６：００（予定） 場所：栃木県庁本館６階 大会議室２ 



No
事業
区分

事業
主体

路河川名等 箇所名
総事業費
（億円）

事業予定期間
再評価
分類
注１）

1 道路 栃木県 主要地方道　宇都宮向田線
芳賀町･高根沢町

大塚工区
32 H18～H32 イ

注１） 再評価分類

※詳細については、栃木県公共事業評価実施要領 第５－１を参照。

再評価を実施する栃木県県土整備部所管事業の一覧表（審議案件）

ア＝事業採択後一定期間を経過した時点で未着工の事業　　イ＝事業採択後長期間が経過した時点で継続中の事業

ウ＝準備・計画段階で一定期間が経過している事業　　エ＝再評価実施後一定期間が経過している事業

オ＝社会経済情勢の急激な変化、技術革新、事業計画の大幅な変更等により再評価の実施の必要が生じた事業

資料１
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資料 ２  

道 路 事 業 の 再 評 価 概 要 書 

（ ）は、当初計画時 

番  号 １ 

事業主体 栃 木 県 

事 業 名 快適で安全な道づくり事業 事業所管課 県土整備部 道路整備課 

路線・河川名 主要地方道 宇都宮向田線 事業箇所名 
芳賀
は が

町・高根沢
たかねざわ

町 

大塚
おおつか

工区 

事 業 区 間 芳賀町
は が ま ち

大塚
おおつか

～高根沢町
たかねざわまち

台ノ原
だいのはら

 事 業 延 長 1,580ｍ 

Ｈ18年度事業化 Ｈ19年度用地着手 Ｈ22年度工事着手 

事 業 期 間 
          (Ｈ27)  

Ｈ18年度～Ｈ32年度 
事 業 

進 捗 

状 況 

基準年次：【平成27年度末時点】 

                   進捗率 

[うち用地補償費]     [  9.1億円]  [ 91％] 

既投資事業費        20.0億円    62％ 

[うち用地補償費] 

全体事業費 

[ 10.0 (10.0)億円］ 

32.4  (32.4)億円 

事 業 概 要  

主要地方道宇都宮向田線は宇都宮市を基点とし、県東部地区と連絡する延長 35km の幹線道路である。ま

た、県内産業団地の製造品出荷額の約30％を占める鬼怒川左岸地域の工業団地群を連絡するとともに、現在、

地域高規格道路として整備中の国道４０８号へのアクセス道路にもなっており、産業活動を支える上で欠か

せない重要な路線である。 

しかし、朝夕の通勤時には交通容量の不足を原因とした激しい渋滞が発生しており、産業活動に大きな支

障をきたしている。本事業は渋滞解消を目的に４車線化や右折レーンの増設等の対策を実施し、円滑な交通

を確保するものである。 

平成18年度に事業に着手し、全体延長1,580mのうち東側の380mの交差点改良を優先し平成25年３月ま

でに実施したところである。 

残る区間の４車線化等について、引き続き現計画での整備を進めるものである。 

事業を巡る社会経済情勢の変化、事業計画の大幅な変更 等  

特になし 

事 業 の 投 資 効 果  

１ 費用対効果分析結果        【総便益（Ｂ）】  【総費用（Ｃ）】 

 （１）事業全体 Ｂ／Ｃ＝ 1.2         39.3億円       33.0億円 

 （２）残 事 業 Ｂ／Ｃ＝ 3.5         39.3億円      11.4億円 

２ 事業の整備効果等 

・渋滞解消 

・鬼怒川左岸地域の産業支援 

事業の進捗状況等  

１ 事業の進捗状況 

・平成25年３月までに工区東側の380ｍの交差点改良を実施した。 

・平成26年３月時点で用地取得は概ね完了しており、用地取得済の箇所から順次工事を推進している。 

２ 今後の事業進捗の見込み 

  引き続き工事を推進し、平成32年度に完成供用を図る。 

コ ス ト 縮 減 等  

１ コスト縮減方策 

・建設発生土(芳賀遊水地)を積極活用しコストを縮減 

・再生骨材、再生アスファルト合材を積極的に活用しコスト縮減 

２ 代替案立案等の可能性 

・すでに大部分の用地を取得しており、本計画が最適である。 

事業の対応方針（案） 現計画で事業を継続する。 

 



事業箇所（位置図・概要図）

位置図

標準横断図

0.75m

23.5m
3.5m 7.25m 2.0m 7.25m 3.5m

3.25m3.25m1.5m3.25m3.25m0.75m

台ノ原交差点

ホンダ北入口交差点

芳賀工業団地

芳賀高根沢工業団地

御料牧場

至 那須烏山市

至 茂木町

(主)宇都宮向田線

(宇都宮テクノ街道)

至 宇都宮市

芳賀工業団地入口交差点

（
国

）
４

０
８

号

（
国

）
４

０
８

号
BP

宇都宮市

芳賀町

高根沢町

清原工業団地

（主）宇都宮向田線
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至 宇都宮市

御料牧場

芳賀高根沢工業団地

宇都宮テクノポリスセンター

芳賀町

高根沢町

宇都宮市

芳賀工業団地

町
道
０
２
２
５

町
道
１
０
５

町
道
６
１

至 那須烏山市

全体計画 L=1,580m

芳賀工業団地
入口交差点

ホンダ北入口

交差点

台ノ原

交差点

H25.3工事完了
L=380m

概要図

①
写真撮影位置

①②

③
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写真１：　渋滞状況①

写真２：　渋滞状況②

写真３：　供用区間【ホンダ北入口交差点】
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